
  平成 29年度 大津地域 環境保全研修会を開催！！ 

 
この研修会は、県や市の主要課題及び身近な環境保全対策等について、行政と企業が情報共有

並びに意見交換をすることを目的に、毎年開催しています。 

【開催日時】 平成 30年 2月 26日（月） 14：00～16：30 

【開催場所】 大津市役所 新館 7階大会議室 

【受 講 者】 38名 

【共  催】 大津市 / 公益社団法人滋賀県環境保全協会 

【 内  容 】 
開会あいさつ                                    
 大津市環境部環境政策課                  課長 須佐美 雅幸氏 
 

 研修会内容     
 セミナー 

●講演「化学物質による環境リスク低減と企業の管理促進」                 
            （公社）滋賀県環境保全協会 ISO１４００１主任審査員  岸 孝雄氏 
●事例発表「㈱カネカ滋賀工場の環境保全活動の取組みについて」 
             株式会社カネカ滋賀工場 環境安全衛生チーム  光井 雄士氏                         

                                 
  ●「県内事業所の立入事例紹介について」   滋賀県環境政策課 技師 萩原 祐規氏                              

●大津市からのお知らせ          
 ・公害関係の届出について                  大津市環境政策課            
・ごみの分別について                 大津市廃棄物減量推進課           
・大津環境人を育む行動計画について             大津市環境政策課    

  
閉会あいさつ          （公社）滋賀県環境保全協会 専務理事 吉田 守氏  

               
   

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
                     
 

～研修会でのご意見～ 

化学物質の内容について 

・化学物質取り扱いの規制が強化されている世界の動向が知れたことが良かった    

企業の環境取組事例について 

・環境保全活動に積極的に取り組まれている企業姿勢が参考になった 

     ・ゼロエミッション達成(0.00%)素晴しいことだと感じた 

事業所の立入事例紹介ついて 

・工場立入調査内容、関係先への届出、事故の未然防止の情報提供が役に立った 

・水質事故の対応で（いつ、どこで発生するかわからない自然災害から環境事故につながる 

事故事例について）未然防止と初期対応の重要性が参考になった  

大津市からのお知らせについて 

・環境人の育む行動計画が参考になった                                        

・公害関係の届出について把握と状況の確認をしっかりと行う必要があると思った         など 

 

 

 

今年の研修会は、化学物質管理のセミナーから始まり、リスクアセスメントの義務化や手順につ

いてまた海外に目を向けた視点からのセミナーでとても解り易い内容でした。次に㈱カネカ様より

環境保全活動取組についての発表があり、省エネ活動や産業廃棄物の削減でゼロエミッション 0%が

達成されたとの報告がなされました。次に滋賀県より県内事業場の立入事例紹介があり指導内容の

具体例や水質事故例の紹介がありました。その後大津市より上記 3 点についてのお知らせがありま

した。そして下記の通りの様々なご意見が多数寄せられましたので来年度も皆様方のご意見を参考

にご期待に添えられる研修会を企画して参りますのでご参加のほど、宜しくお願いいたします。 



                                                  
     １、須佐美課長 開会挨拶             2、岸講師「化学物質」セミナー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
３、萩原技師「県内事例立入事例紹介」     ４、㈱カネカ 光井様「環境保全取組事例」発表 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
５、大津市からのお知らせです            ６、吉田専務理事 閉会挨拶 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


